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聴覚障害生徒を対象とした f作文を題材としてことばの表現を考えるた
めのワークシート集jの作成と活用
金子俊明ヰ
生徒の作文に見られたことばの表現に着目して， 1ことばの表現を学ぶためのワークシート集jを自作し，実際の
学習に活用した。 2006年から 2016年にわたるこのワークシート集の活用を振り返ると，ことば、の表現を考える学
習に対する生徒の興味は高く，幼稚部・小学部の[話し合い活動Jを基礎にして，中学部では「読み書きの学習」と
して総合的に展開できることが確認できた。
キー・ワード:聴覚障害確かな日本語の育成 ことばの表現教材作成 ワークシート
I はじめに
聴覚障害児を対象とした学習においては，生徒の学校
生活の中から学習の題材を見つけて教材開発を行い，実
際に授業を行った後，振り返りと評価を経て，次の学習
に生かす取り組みが行われている。日本語の学習につい
ては教育課程の中で言語活動を重視し，読解力を育成す
ることも現代的な教育課題の一つである。この観点から
臼本語教材の自作について金子ら (2006) は，本校
学部生徒の作文中のことばの表現に着目して，生徒自身
が作文の表現を修正する学習を行った。この学習は，生
徒のことばの表現のつまずきに着目して，より適切なこ
とばの表現を考える学習であり，有友ら (2008)による
電子黒板を活用した実践研究の一部としても位置づけら
れた。これらの実践事例に関する検討結果は，筑波大学
附属聴覚特別支援学校中学部 (2010)及び筑波大学附属
聴覚特別支援学校中学部 (2012)において報告した。い
ずれの検討においても ことばの表現を題材とした学習
への生徒の興味は良好であり 生徒が聴覚特別支援学校
の学習の中で、体験してきた話し合い活動の延長線上にあ
る学習とみなすことが可能であった。一方，このような
身近なことばの表現を考える学習を継続的に行うには‘
まとまった自作教材が必要であった。そこで，学校生活
の様々な場面に関する生徒の作文から得られたことばの
表現の実例を集めて拡充し 新たなワークシート集を作
成した。この「作文を題材としてことばの表現を考える
ためのワークシート集jの概要と この教材を実際に活
用した際の生徒の様子 (2006 年~ 2016年:延べ 101
本筑波大学附!即時党lWJ支提学校
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名)について述べる。
立「作文を題材としてことばの表現を考えるための
ワークシート集Jの作成
本稿で紹介する教材作成・実践のコンセプトは，生徒
の身近な生活の中から学習の題材を見つけて生徒に
フィードパックすること すなわち 「みんなで作って
みんなで学ぼうjという協同的な取り組みを実現するこ
とである。聴覚特別支援学校では確かな日本語の力の育
成が大きな課題であるが 生徒の日本語の力は個人差が
著しい。他の教育現場では様々な学年の市販の問題集を
選択してドリルとして活用することも行われている。し
かし，指導を受ける生徒の側から考えると，かなり学年
が下がったドリルであったり 文章の内容が必ずしも興
味を持てるような教材ではない場合もある。生徒の興味
が持続し，もっと学びたいと思えるような教材が望まれ
る。そこで，過去の生徒の作文の表現の例を題材として
取り上げ，教師が問題文自体を生徒の状況に合わせて自
作することで，生徒が取り組みやすい教材とすることに
取り組んだ。
実際のワークシートでは 一つの場面に関連する生徒
の作文の中からいくつかの特徴的な表現を抜き出し，そ
れらを用いて 200 字~ 400字程度の文章を自作した。
そして，その中に出てくることばの表現について考える
設問を用意した。なお 問題文と設問の作成にあたって
は，金子 (2011)による読解リテラシーに関する実践
的検討を参考にした。すなわち f情報の取り出しJI1福
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広い一般的な理解の形成Jr解釈と各部分の理解Jr内容
の整理・意見の形成Jr文章の形式・表現の評価J等の
プロセスに応じて 「語句の抜き出しJr空所補充Jr意
見や理由の説明Jを求める設問とした。この自作ワーク
シート集「ことばの表現を学ぼうJ(Yer2.0)には，学
級での指導もしくは自立活動で用いる教材として，問題
文シート 20例，全 100問を盛り込んだ。
E 教材の活用と評価
1 .自作ワークシート集について
( 1 )各ワークシートの構成
{ことばの表現jに関するワークシート集では，学校
生活の中で見られたエピソードを中心として生徒の作文
に見られた表現等を題材とした。実際のワークシートは
見開き 2ページを l組として構成した。 1枚目は写真
とイラストを示し 次のページの問題文を読むための興
味を高めることを意図した。このページはデジタル化し
た際に，電子黒板で拡大提示することを前提とした。 2
枚目は実際に生徒が読んで答えを書き込むためのワーク
シートである。問題文は生徒の作文や教員が自作した文
を組み合わせた。題材としたのは 学校行事(林間学校
修学旅行，陸上大会，文化祭等)，学級での製作(カル
タ，招待状などに学習発表会(総合的な学習の時間な
どにテーマを設定した作文等であった。複数の生徒の
作文中に見られたことばの表現を紹介するかたちで問題
文を作り，文中の空所に適切なことばの表現を入れるこ
とを課題とした。回答のしかたは，選択肢式，単語の補
充等も組み合わせた。さらに 問題に応じたヒントも付
け加えた。
( 2 )ワークシートの問題文とその活用のしかた
ワークシート集の「林間学校に関する作文の表現」の
場合は，次のような問題文を作った。
D さんは，r道が険しく， Fもういやだ一つ。jとあき
らめかけた時，先輩が fあきらめちゃだめだJ と， (① 
)くれた。jと述べました。当日，頂上では虹
がみんなを待っていました。..・コテージでは食事作り
がたくさんありました。 Eさんは[…(②0000舞
しリの三日間で，気がつくともう帰りのパスだった。j
と書いています。充実した時間はあっという間に過ぎる
ものです。…(一年生の)Fさんは，今年の林間学校を
振り返って，r二年生のように，来年は私たちが(③
)したい。jと書きました。
中学部の林間学校では毎年 登山と食事件りが特徴に
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なっており，生徒にとっては印象深い行事である。作文
では体験を通した生の感想やことばの表現が克られ，自
分の体験や印象と比べながらことばの表現を予想するこ
とを課題とした。
設問では，②ではことばの字数を示し，③では[カタ
カナ 3文字」というヒントをつけた口状況や心 J南を示
す表現は一つではなく多様であり，そのニュアンスが重
要になる。この課題では 文を書いた生徒の気持ちに
なって，もとの表現を予想することを求めた。①は「は
げましてJ，②は「てんてこ舞し iJ，③は「リードJが原
文の表現であった口
このような自作ワークシートを活用した学習の記録の
中から、後述する文化祭に関する学習での活用例を紹介
する。 Fig.1はワークシートの l枚目のイラストを提示
した際の情報付加の例である。できるだけ簡単なことば
を付加して，問題文を読むことへの抵抗感を減らすよう
にした。また， Fig.2は電子黒板を用いて問題文を拡大
提示した際の記録の一部である。生徒からの応答に応じ
て，下線やことばの表現を書きながら学習を進めた。次
に述べる実践事例では，空所補充の実伊!と教材活用時の
生徒の様子を述べる。
・文化祭で劇を演じる時の気持ちは?
フワフワ
(ムヵ乙め)
ハっハつ
ヒ1)ビリ
Fig.1自作ワークシート活用時の手書きの情報付加の例
また、 C さんは r蕗ヰでは{乍るものが多く、
た.Jと言語L‘ていま‘す。主主鈴やJ沖合きまで‘
主主をitるのをま駐しんだ白人も1・たようで. ひとちんは、 f望者寄与ζ阜、小i盛込よ去、各)(¥、0
00と後鐙しました。Jと雲母残してL ましt:.義務のしかf':にふゥて、取り返んだ待
。)，心?警がわかる主主がしますわ。
ミちらに笠さんは、生i迭の1カの筏干こを滋りi逐、コて、 rtを議官め<ttの E苦肉を汗3tこして
くれたのは、①〈ま00000)三年生みんとよのカだった.Jと畿丸、でいます。 fほ
んとうにJ. fま芯主了マl花苔可です。爽僚にも似してがんばってみることで、 8
Fig.2自作ワークシートを活用した学習の記録から
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2. ワークシートを活用した実践事例
( 1) I文化祭に関する作文の表現jを題材にした学習
{問題例)
Aぐんは，r劇の-8E!f;1， ③(さο00)繁疲ιJたε 
ど沙ボ〈 二BE!/ぱJミスJβがうデf滅つyたとoJと劇ヘのE疲Yり溜みをf作字3文
/にご星喜?いていますo .. 
己gヲん/はt，2次定のよう/にJ書-ιLい}ていzまfしyた土o f一βE/iがうr、終わつ
Jた士後は，(3) r(OOοノJl: {;iう効果主'f1J燭こえた交がす
る/まとitf，fZち込んで、いた。二日E/ft Id:んとか成
功。j効果音での表現というのDIJ: IJl去、か実感がこるつ
でいます0 ・・・ C~んは f!Jザで、 ftf1ざるるのが多ぐ， @ (E/ 
が )ほどたいへんだ、った。jと書-いでいます。青
震や小物';1:で、タ反'!)/ご(;1)士ぐと雪;{のるのβ泌;要で 0~。小
道具 ~tf石のを楽 Lんだ、人ろいたようで， D さんは，
f背景とか/j、遊具とか， ② (pOOο準ー緒Lま0)士。j
と三ifJlGでいまι1:。表現のιかたによって，Jfxり溜ん
だ貯の心停がわかる交がLまずお。主ら1:Eさんは，生
徒の協力の様子を旋り返って，f物語の中の f表jを彩
/ごLてぐれたの(;1，③ fま00000)三年三笠みん設の
カ万った。jと書いでいます口
上記の文中④は「さすがにJが答えであった。これま
での生徒の回答状況を見ると 文中の一日目と二日目の
状況を比較することで回答できた生徒が多かった。⑤は
「ガー ンJという表現であり 生徒の作文には擬態語・
擬音語による表現も多く イメージしやすいようであっ
た。また，⑥は I(目が回る)ほどJ，⑦は「し】ろいろJ，
③は「まぎれもなく jという表現であった。③の表現を
「まさにjや「ほんとうにJと書かずに， rまぎれもな
くJとしているところに もとの文を書いた生徒の語糞
力が反映されている。学習ではこの文を読んだ生徒が③
の表現を理解できるかどうかがポイントであった。
[教材活用時の生徒の反応]
「文化祭の思い出Jに関する表現では，生徒35名の
回答をみると， I目が(回る)ほどjという表現や擬音
誌の表現はほとんどの生徒が正答できていた。I(まぎれ
もなく)Jという表現については正答率にばらつきが見
られた。年度によっては 円まさしくJという意味だけ
ど…JI ~まことに j じゃ 字の数が違う」等のつぶやき
もあった。また，なかなか答えが出なかった|療に，たま
たま正解の生徒が出ると れそのことばは)どんな時に
使う?Jという質問もあった。
( 2) r弁論大会に関する作文の表現」を題材にした学習
{問題例]
ソ7
弁論大会で…Bさんは，海外旅行について話しまし
た。小さな日本を抜け出して冒険の旅ヘ。世界のスケー
ルに感動したり，歴史の(① しさ)を実感したいと
考えたそうです。・・・また、 Dさんは・ーコミュニケー
ションについて発表しました。.，.友だちが悪口を言って
いると思ったことがあったそうです。しかし，後で(
⑬ )がとけて，一緒に活動できて楽しかったそうですえ
{友だちは大切な(⑪けになっているそうです。
⑦は「楽 しさJ，⑮は 「誤解J，⑪は「たからものjと
いう表現である。生徒の感覚では⑦は「深さJI広さJ
といった表現が返ってくることがあったが，ヒントの
roしさJという枠組みにはぴったりせず，後に出てく
る[実感したいjという表現が考える際の手掛かりに
なっていた。また，⑪の表現はコミュニケーションに
関わるもので，生徒にとっては気になる話題の一つに
なっている。
[教材活用時の生徒の反応]
「弁論大会」に関する問題について，かつての中 1・
2生徒 27名の回答を見ると 文中からの抜き出しに関
する正答率は高いことが共通していた口⑦の「楽しさ」
は容易に推測できたようである。⑬も同様で， r同じ経
験があるjと言った生徒も見られた。また，⑪の「友達
は大切な(宝物)Jという表現については，答えは分散
し， rきずなJI支えJr {中間Jr存在jといった回答も見
られた。いずれも 内容を理解したうえで表現を探して
いることがうかがえた。場合によっては，正解の表現よ
りも深みのある表現も出された。かつての一斉指導時に
は， I (これは)よくある表現jと感想をもらした生徒も
あったが， Iだからこそ大切Jという発言もあった口
( 3) rカルタ作りの学習」を題材にした学習
{問題例]
以下に示した例は カルタ作りを題材にした学習に関
する問題の一部である。この学習は 頭文字を選び，簡
単なことばの表現を考えてイラストを描き，自作のカル
タを作る学習であった。
...Aくんは， (うjといった持， ((⑫う ) 6月
の梅雨は もういやだJ と書きました。Bさんの
「くjは[苦労が水の(⑬ )Jというものでし
た。苦労は無駄にならないようにしたいものです。 C
さんは「せj と言われて「先生の(⑬ )が気になる
生徒jと書きましたむなるほど，気持ちがわかります。
同じ学習をした時 ほかの友だちは何をどんなふうに
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考えていたのかを知ることは ことば、の表現を考える際
に重要な手がかりになり得る。⑫は fうっとおしいJ，
⑬は「あわJ，⑬は「目Jであった。
{教材活用と生徒の反応]
もとのカルタ作りの学習では生徒は楽しんで製作を
行っていたが，それをなぞって考えることができるかど
うかがポイントであった。ある年の中 2生徒の回答状
況をみると，⑫については「うんざりだJ1うるさいJ
等の回答もあった。⑬及び⑬については多くの生徒が正
解であった。⑬については 「やっぱりね。」というよう
に共感した感想も得られた。ことばの表現を見直す際に
そのベースとなる気持ちをなぞ、ってとらえ直す活動は効
果的であった。同様に ワークシート集の中では学習後
の意見文・感想文や総合的な学習の時間の発表等のエピ
ソードも教材化した。
( 4) 1部活動に関する作文の表現Jを題材にした学習
{問題例}
部活動に関する作文を題材とした問題文では 6人の
生徒の作文の表現を紹介した。以下はその一部である。
対戦相手は「メチャ クチャに強いチームjの場合も
あったそうです。こんな時，顧問のB先生は，r一人一
人の勝つ気持ちと，チームメートへの⑬ (
)を忘れるな。Jと励ましました。また，陸上競技に
ついて， c君は「完走できてよかった。走るのが好き
だ。jと書きました。大会では試走の時よりも記録が良
くなることもありました。競技ですから，確かに他の人
と競つてはいるのですが， むしろ自分の⑬ (
)とのたたかいであるともいえます0 ・・-バレー ボー ル
の場合も含めて， F先生は[どの部活動でも，⑫{(
)をつくすj ことが大切。jと書いています。
努力した分だけ，明日の自分はさらに成長していきます
ね。
もとの表現では，⑬は「信頼J，⑬は「記録J，⑫は
「ベスト」であった。この中では⑬のことばの表現を文
脈に沿ってどのように予想するのかがポイントであった。
[教材活用時の生徒の反応]
部活動に関する問題では 中3生徒20名の回答では，
Iチームメートへの(信頼)Jという表現に対して，当
該の部活動に属していた生徒の正答率は高かった。また
他の学年の生徒からは「声援J1感謝Jという表現も得
られた。文脈に沿って表現を考えていたことがわかった。
また，⑫の 1(ベスト)を尽くす」という表現に対する
正答率は高い傾向が見られた。部活動に関するエピソー
2B 
ドでは，どんな場面で誰がどんな発言をしたのかを教師
のほうでは忘れていても，生徒はよく記憶していること
がわかった。いつも開いていることばや使っていること
ばの表現は記憶に残りやすく，ことばの使用頻度の影響
があることを確認できた。
(5) 1中学部の生活を振り返ると…jを題材にした学習
このワークシートは中学部での生活に関する 7人の生
徒の感想を紹介したものであり 活用時期は中 3の3
学期に設定した。
{問題例]
Aさんは，r三年間，良いこともあれば悪いことも
あった。様々な出来事が次々に脳裏に⑬(
)0)と述べました。 Bさんは，学習について，r勉強
もたくさんあり， テストが近づくにつれてパニックに
なったJ と書きました。また行事について， Cさんは
f⑬( )や，わくわくがたくさん。jと表
現しました。…部活動では‘他の中学校との合問練習
に参加して，自信を取りもどすことができたことを作文
に書いた人もいました。...Fくんは‘ f一緒にがんばっ
た友だちは⑫( )やさしさを見せてくれ
た。jと述べました。自然にあらわれる様子に，友だち
のやさしさを感じ取れるというのは‘感性が豊かな証拠
です。
⑬の表現のヒントは字数を示した 10000るJ，⑫
は 14文字でJ，⑮のヒントは「さ000しづであった。
答えは，⑬[脳裏によみがえるJ，⑬「どきどきJ，⑫
「さりげないjであった。⑫のニュアンスは難度が高い
とも考えられた。
[教材活用時の生徒の反応]
13年間の生活を振り返るJというワークシートは，
中3の3学期に扱った口かつてワークシートを 3年間
継続して活用した学年では 中 1の l学期の時点、と比
べて，中 3の3学期では生徒自身のことばに対する感
性に変化も晃られた。また 1 (さりげなし¥)やさしさJ
という表現は，かつては理解が難しかった生徒が多かっ
たが，ここ 2~3 年の結果では正答率も良好であった c
これは，デジタル補聴器や人工内耳を活用する生徒が増
えたため，耳から入ってくることばの情報量が増え，こ
とばの語感に関する感覚が向上してきていることが示唆
される。
聴覚障害生徒を対象とした「作文を題材としてことばの表現を考えるためのワークシート集」の作成と活用
N 考察
1 .ワークシート集の活用評価
本稿で紹介した教材と生徒の反応は，聴覚障害生徒の
日本語の力の実態を具体的に示したものであるといえる。
そして，ことばに関する感性や理解が必ずしも不足して
いるわけではない実態も確認できた。これは，乳幼・幼
稚部・小学部の継続した言語指導によって培われたもの
であり，中学部段階でも保持されていることがわかった。
また，身近なことばの表現を題材としたワークシートを
用いた学習は，生徒の興味・関心を高め，取り組むこと
への意欲を促進するとともに， iどのように考えて解答
したのか」についても 話し合いを通して表現を比べて
考える学習が継続できることがわかった。ワークシート
集の問題文は学校行事や総合的な学習の待問等の場面別
に組み立てたところが特徴であり，生徒のエピソード記
i意に焦点を当てたものであった。国語の文法のように，
助詞・動詞・形容詞・接続詞・授受表現というような区
分はしなかった。ことばを活用する場面ごとに，過去の
生徒のことばの表現を考えるという問題設定であったた
め，生徒が考える際の予想、範囲を自然に狭めるかたちに
なり，思考の焦点化を図ることができたと考えられる。
生徒にとっては取り組みやすい課題であったといえよう。
しかし，内容は必ずしも簡単なものばかりではなかった。
このように，生徒の生活に身近な題材を取り上げ，問題
文自体を生徒の状況に合わせて自作することは特別支援
学校ならではの展開であり 生徒自身の興昧を高めて思
考を活性化させることに役立つと考えられた。
2. ことばの表現を考える際の生徒の思考過程
ことばは意味と用例を理解していなければうまく活用
できないのは事実である。しかし それらがたとえ完全
ではなくとも，推量しながら用いることばを探して，状
況に合わせて活用しながら変更していくことは自然な営
みである。ことばの意昧がわからなし1から使えないので
はなく，フィードバックしながら進めることに自信を持
たせることが重要であろう。文脈に沿った活用のしかた
を体得できるようにするための指導をさらに継f売するこ
とが望まれる。
今回のようなことばの表現に関する空所補充の課題を，
他党的な観点から調べる取り組みも試みたの金子
(2013) は，イラストと文が混じった読みの題材につ
いて，生徒がどこに着目して読み進めているのかをアイ
カメラを用いて検討した。中3生徒6名を対象とした
実験的な検討から，生徒の視点は文中のキーワードに着
2り
目する例が多いこと 主語と述語の連なりへの着目が共
通していること，イラストへの着目時間が長いこと，イ
ラストと文を対応させながら読み進める例があること等
がわかった。日本語の読み方に関する方略が生徒の頭の
中に形作られているかどうかを矢口り，それを指導に還元
することが求められる。
では，逆に読みの方!略が不完全で理解語棄が少ない生
徒の場合はどうなのかというと，前述のようなワーク
シートを用いた一斉指導の場面では 話し合いや友だち
のことばの表現の実例を知ることで 語葉を拡充しよう
とする姿勢が克られた。ここでも，生徒は幼稚部・小学
部で身に付けた話し合い活動のスキルを活用してことば
を学び続けようとする様子が観察できた。ただし，学習
内容の定着の面で、は個人差が大きく 生徒の実態に合わ
せた反復練習が必要であることも実感できた。
V 今後の課題
自作ワークシート集「ことばの表現を学ぼうjについ
て，その概要と活用状況について述べた。生徒による評
価は概ね良好であり それぞれの生徒が頑張っている様
子を直に確認することができた。今後の教材作成を考え
ると，質の良いイラストや解説ページの検討¥ことばの
用例の拡充が求められる。特に 問題を一因解くだけに
終わらないようにするには 考え方をより丁寧に扱うこ
とが求められる。また ICT活用について考えると‘
今回のワークシート集の各課題を PDFにしてタブレッ
トPCに組み込み 個別に活用することは容易である。
筑波大学附属聴覚特別支援学校中学部ICT活用研究グ
ループ (2016)が示したように ワークシートをタブ
レット PCに入れた上で アプリと合わせて活用するこ
とにより，付加情報を活用して個に沿った進度の学習を
進めることができょう。さらに 既習の知識の定着を促
すには，今回作成した教材データを生徒の状況に応じて
どこでも何度でも学べるようにすることが次の課題に
なっている。
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